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1．はじめに 

現在の日本では，基盤整備事業に対する批判的な風潮が高まっている．一方で，社会基

盤施設の老朽化や大災害による被災が懸念されており，既設施設の維持管理や補修が緊急

の課題となっている．このような状況において，一般の人々の土木施設への適切な理解は，

土木技術者育成のみならず社会基盤施設の維持・拡充のために重要なことといえる．その

ため，専門家による小中学生への適切な指導および，専門家の学校教育へのアプローチを

検討するために，次世代を育成する小中学校における土木に関する学習の現状を把握する

ために教科書を調査し，アンケートにより教育に携わる人の土木に対する意識を調査した． 

2．教科書内容の調査 

現在の小中学校教育での土木に関

する学習の現状を把握するために，

小中学校の理科と社会について，学

習指導要領，東京書籍と教育出版の 2

社の教科書で土木に関連しそうな内

容を調査した． 

学習指導要領と教科書を調べた結

果を表 1 に示す．理科では，小中学

校を通じて，土木を学ぶのに必要な，科学の基礎的な知識を繰り返し学習していることが

わかった．中には，流水の働きでは河川構造物の防災機能を紹介し，地層ではボーリング

マシーンの紹介などもしている教科書もあっ

た．社会では，小学校の 3～5 年生で土木に

関連しそうな内容を多く取り上げているが，

中学校の社会にはほとんどないことがわかっ

た．中学校の社会は地理，歴史，公民に分か

れており，総合的な学問である土木は，1 つ

の教科だけでは取り上げにくいためと考えら

れる．また，小学校 4 年生の「地域に尽くし

た先人の働き」では，農業用水が取り上げら

れることが多く，専門家の出前授業では，小

学校 4 年以降の児童にはある程度の知識があ

ると考えて話すことができる． 

表 1．小中教科書での土木関連学習内容

理科 社会

3年生 ・密度（同体積で重さが違う）

4年生 ・熱による物体の膨張・収縮

5年生
・水溶液（水に溶けるもの）
・流水の働き（侵食・運搬・堆積）

・国土の特色と暮らし
・自然災害

6年生
・礫・砂・泥，地層
・水溶液（酸・アルカリ）

(歴史)

1年生

2年生

3年生

小学

中学
物理・化学・地学・生物の基礎
となる内容を繰り返し学習

・飲料水・電気・ガスの確保
・地域のに尽くした先人の働き

・地理において自然災害

表 2．アンケート対象者属性  

*：学生は 1 年～4 学まで全学年を対象  

**：中学校と高校両方希望の学生が 1 名  

現役教員 教育学部学生

男 15 36

女 9 64

20代 0 100
*

30代 4 0

40代 8 0

50代 12 0

60代 0 0

小学校 7 40

中学校 6 29
**

高校 10 14
**

その他 1 19

計 24 100

性別

年代

所属
（希望所属）

*：三重大学，Mie university キーワード：技術者育成，次世代教育，初等教育
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3．教育に携わる人の土木に対する意識 

特に小学校の教科書においては，土木技

術に関連する学習内容が充実しているこ

とが分かったが，教える側のイメージによ

って児童の土木に対する意識が形成され

る可能性がある。そのため，現在または将

来，教育に携わる人の土木に対するイメー

ジや知識を調査するために，三重県内の教

員 24 人と三重大学教育学部学生 100 人（表

2）にアンケートを実施した．このとき，教

員 24 名は，三重大学における教員免許講

習において，農業農村工学および災害に関

する講習を受講後のアンケートである．  

「『土木』に対するイメージを単語で教

えてください。」という質問に対する回答

をまとめたものを図 1 と図 2 に示す．教

員・学生どちらの結果も労働や工事に関

するものが多かった．土木は施工という

イメージが強く，社会貢献のイメージが

弱いことがわかった． 

「思い浮かぶ土木の施設を挙げてくださ

い。」という質問に対する回答について，土

木施設を答えられた人の割合で表したも

のが図 3 である．土木施設を 1 つでも挙

げられた人は，教員で 75％，学生では

10％であった．土木施設としては，いず

れも橋梁，ダム，道路のみが挙げられ

た．また，土木施設でないものとして

は，建築物，公共施設，木材に関連することなどが挙げられた．教員が学生よりも多く挙

げられたことに関しては，教員のアンケートが教員免許更新講習受講後であったことが起

因していると考えられる．また，教育学部学生の結果で，分からない，回答なしが 7 割近

くを占めていた．「土木」という言葉の認知度が若い世代で低いことも明らかとなった． 

4．まとめ 

 教科書の調査により，小学校高学年の理科や社会で土木に関連しそうな内容が多く取り

上げられていることが分かった．しかし，教育に携わる人の土木に対する知識が少ないこ

とや，労働や工事などの偏ったイメージや悪い印象を持っていることが明らかとなった． 

土木技術者育成のためには，「土木」という言葉を普及させてイメージを向上させるこ

と，出前授業など児童のみへのアプローチに加えて，教員や教育学部の学生へ農業農村工

学の果たしている役割や歴史，施設などを良いイメージと共に効果的に伝えることも重要

であるということが示唆できた．  

図 1 「土木」という言葉へのイメージ（教員）  

図 2 「土木」という言葉へのイメージ（学生） 
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図 3 土木施設を答えられた人の割合
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